
2002年 出土の木簡

奈
良
。坂
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
祝
戸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
一
〇
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
相
原
嘉
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

坂
田
寺
跡
は
、
稲
淵
宮
殿
跡
と
飛
鳥
川
を
隔
て
た
対
岸

（右
山５

に
位
置
す

る
。
創
建
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
鞍
作
氏
の
氏
寺
と
し
て
七
世
紀

前
半
に
創
建
さ
れ
、
飛
鳥
寺
と

並
ぶ
最
古
級
の
古
代
寺
院
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
朱
鳥
元
年

全
ハ
八
上ハ
）
に
は
官
大
寺
と
な

ら
ん
で
天
武
天
皇
の
た
め
に
無

遮
大
会
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
七

０

世
紀
を
通
じ
て
有
力
な
寺
院
で

請
あ
った
。
七
世
紀
の伽
藍
跡
は

未
発
見
で
あ
る
が
、
出
土
土
器

や
瓦
か
ら
そ
の
存
在
は
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
以
降
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

。
明
日
香
村
教
育
委
員
会
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
人
世
紀
の
伽
藍
配
置
が
判
明
し
て
い

る
。
伽
藍
は
飛
鳥
川
に
向
か
う
傾
斜
地
を
雛
壇
状
に
造
成
し
た
平
坦
面
に
立
地

す
る
。　
一
辺
六
〇
ｍ
四
方
を
回
廊
で
囲
み
、
そ
の
東
辺
に
金
堂
が
取
り
付
く
。

回
廊
の
内
側
に
も
基
壇
建
物
が
建
ち
、
中
門
は
北
面
回
廊
に
開
く
。
国
廊
の
北

側
に
は
井
戸
や
石
組
溝
が
あ
り
、
木
簡
や
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る

（第

一
。
二
次
調
査
。
酬
頁
参
昭
じ
。
こ
の
伽
藍
は

一
〇
世
紀
後
半
に
倒
壊
、
埋
没
し
た
。

今
回
の
調
査
地
は
寺
域
の
北
辺
近
く
に
あ
た
り
、
第

一
。
二
次
調
査
地
に
隣

接
す
る
場
所
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
伽
藍
造
成
土
上
面
で
、
掘

立
柱
建
物

・
塀

・
石
組
溝

・
素
掘
り
溝
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
建
物
や
石

組
溝
は
伽
藍
方
位
と

一
致
し
て
お
り
、　
一
連
の
造
営
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
造
成
途
上
に
掘
ら
れ
た
溝

一
条
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
は
伽
藍
造
成
完

了
時
点
に
は
既
に
埋
ま
っ
て
お
り
、
造
成
工
事
に
伴

っ
て
一
時
的
に
機
能
し
た

溝
と
み
ら
れ
る
。
埋
土
に
は
炭
が
大
量
に
入
っ
て
お
り
、
伽
藍
の
造
営
中
に
炭

化
物
の
投
棄
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

出
土
遺
物
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
瓦
、
和
同
開
弥

一
点
や
、
仏

具
と
考
え
ら
れ
る
球
形
中
空
の
銅
製
品
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
が
造
成
土
直

上
か
ら
四
点

（全
て
八
世
紀
前
半
）
出
土
し
て
お
り
、
椀

・
皿
の
底
部
に

「金
」

「知
」
「知
識
」
「知
識
饗
」
と
記
さ
れ
る
。

木
簡
は
伽
藍
造
成
中
に
掘
ら
れ
た
溝
よ
り
も
古
い
堆
積
土
か
ら

一
点
出
土
し
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た
。
こ
の
堆
積
土
が
造
営
直
前
の
土
層
で
あ
る
の
か
、
造
成
土
で
あ
る
の
か
は

今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

今
回
、
及
び
第

一
。
二
次
調
査
の
成
果
か
ら
、
こ
の
付
近
に
は
厨
に
相
当
す

る
施
設
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「警
五
升
　
　
不
乃
理
五
升

□

（
牌
⇔
∞
）
×
］
∞
×
６
　
ｏ
Ｐ
Ｏ

上
端
は
方
形
、
左
右
側
面
も
原
形
を
と
ど
め
る
。
下
端
は
折
損
。
食
料
品
と

そ
の
数
量
を

一
定
の
間
隔
を
お
い
て
記
す
。
「不
乃
理
」
は
海
藻
の
フ
ノ
リ
で
、

平
城
宮

・
京
跡
出
土
木
簡
に
は

「布
乃
理
」
「布
乃
利
」
と
記
す
例
が
あ
る
。

正
倉
院
文
書
で
は

「不
乃
利
」
「布
乃
理
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
計
量
単
位
は
重

量

（斤
両
）
と
体
積

（斗
升
）
の
両
方
の
例
が
あ
る
。
小
振
り
の
楷
好
な
筆
跡
で
、

調
整
も
丁
寧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
帳
簿
な
ど
で
は
な
く
食
料
品
請
求
文
書
の
類

と
み
ら
れ
る
。裏
面
は
平
滑
に
削
っ
て
仕
上
げ
て
い
る
が
文
字
は
確
認
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

明
日
呑
村
教
育
委
員
会

づ明
日
香
村
遺
跡
調
査
概
報
　
平
成

一
四
年
度
』

（二
〇
〇
四
年
刊
行
予
定
）

（１
１
７
・
９
相
原
嘉
之
、
８
竹
内
　
一元
〈奈
良
文
化
財
研
究
所
》




